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外vC願って真剣Tj:問題にな り始めたn 物性研 自体は総体的にはAの方向vc










前項Bの共同利用uj実行Qt閑しては ,原子核蘭係 と異な り多数 U.t小型の装






等である( a)は学会 と同様な性格03も0)であ り,巨額の,設備を持つ物性研



















































を主妹とするこの方向の耗U)紐韻は良 くその磯熊を果し , 全雪か らふさわし
い有能ri:人達が集 まることにたったと思 う(併しこうした人事問題t,L=携わる
olは少数ul広い視野を持つと考えられる老大家であって ,こうした問題に全





は止むを得たいと思われた訳 であるが ,現在その結果が出て .例えば背教あ
る研究や共同利用等が必ずしもよく行われていない場合があるという現状を考
慮するとこの点に今後の改善の問題があると思われる(物性伊には各分野の




良い ideaa)uniqueな SOnrCe になるということはもともと期待できな






うと思 う〔この試案は或る程度の人達の個人的な討論を経 てはいるが ,太質
的には一個人uj試案であるF,
日 共同利用 U)必要性


























る〔 つまり巨額U)装置 という面と .今一つの研究が ますます大規模にな














り得 るへ叉各大学で相当な規模の研究が進行することもあ り得よう【 併し大
勢としては以上uj性格がでるように研究費等は controlされねはならぬ,.
研究員もそ ういう配慮で選ばれることが望ましいゎ 併 し最終的な性格a)差は
研究と教育であり ,物性研では研究 と教育が Conflict する際は研究を取

























利用はその判断 で行われるが零 ということもあ り得る′









な責任者である限 り実質的には零 であ.り.第2棲又は第 5種■o)装置を共 同利
用装置と称すると尉近の研究室が迷惑 をこうむる事が多い(勿論 50蕗廃 1
垣即ち 1週間6日中5日を項 1程として運転するといった定量化もあり得 るo
Liq.t3e等は こうした定量化 を行うべき共同利用施設と考えるo
既に述べたように第 1雇Ul共同利用oj装置は非常な巨費を使ったもtjjか ,
或は充分自助化高能室化 されて .共同利用責任地域の需要を上廻るか或 はそ
or,'かな りu〕割合を処理できるものでなければな らないE. 後者の場合の限定は
帝に重要であって強調すべきも0-1と思う(十分な処理能力0.1だい機械を第 1
軽とするとそれは附近が同一産o)機械を造ることに著しい障害にLTfると共に ,
実際上使うことも出来ないと云った迷惑をこうむる, 私 は現在o〕物性餌 o)場
合第-橿uJ機械は殆んどFfいと考える,. 併し原則としては一部門に一つ位第
一種oJt機械 を置くことを考えるLjが .全国研究者u+'物性研U)主としてB的な





ケ位U)試料を同掛 等セッ トして iO講料/1日位o･)処理能力がないと第一瞳
とは考えられrtい(従って例えばモie を循環式 にLして定畠的に低温を実現し












る爪 私は原則として 日義国内に複数薗おくU.'がよいと考える( それはそれに







がそういったことを論 じてよい立場にあるか否かはよく判 らないが ,希望 と
しては経 常費程度〟､もuHま自主的な管腰に任せ られるが ,それ以上の巨費に
絹しては常に全国的な組織と0〕連絡を保ち .そU〕adVise及び controlを
受けるべきであると思 う(綜合研究機構を通 じた研究費の配分は適当な方法
であるo各大学研究室は一般に教室 ,学部 .大学 といった多 くの段階で他分


















うなっている)が実現できるな らば (叉実現したいと思うが ),大学院学生
は足手纏いであり , 2年内至5年先を目標に一つの題目を与えて学習と研究
oIJ相互作用効果を~指導するといった方向は物性餌に適していない筈であるE,
併し乍 ら現実の物性研の姿は未だに こういった高能率の形にはなっておらず ,


































である多様な新 しい ideaと人材の養式が途絶え ,物性の研究は重要'fr危機
に直面するであろう巾 比の意味で講座研究費の増額設備研究費の大量投入等
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